
令和２年３月公表

★目指す学校像（ビジョン）

取組指標 成果指標

4 全ての教員が、ねらいを理解し、実践した。 4 保護者のアンケートで、９０％以上が「生命尊重や人権尊重の考え方に基づく道徳教育が充実している」と回答した

3 ９０％以上の教員が、ねらいを理解し、実践した。 3 保護者のアンケートで、８５％以上が「生命尊重や人権尊重の考え方に基づく道徳教育が充実している」と回答した

2 ８０％以上の教員が、ねらいを理解し、実践した。 2 保護者のアンケートで、８０％以上が「生命尊重や人権尊重の考え方に基づく道徳教育が充実している」と回答した

1 ねらいを理解し、実践できた教員が８０％に満たなかった。 1 保護者のアンケートで「生命尊重や人権尊重の考え方に基づく道徳教育が充実している」と回答した保護者が８０％未満

4 全ての教員が、計画的、組織的に取り組みを行った。 4 生徒アンケートで「自分は、最後までやりぬくなど、根気強い方だと思う」と感じている生徒が９０％以上

3 ９０％以上の教員が、計画的、組織的に取り組みを行った。 3 生徒アンケートで「自分は、最後までやりぬくなど、根気強い方だと思う」と感じている生徒が８０％以上

2 ８０％以上の教員が、計画的、組織的に取り組みを行った。 2 生徒アンケートで「自分は、最後までやりぬくなど、根気強い方だと思う」と感じている生徒が７０％以上

1 計画的、組織的に取り組みを行った教員が８０％に満たなかった。 1 生徒アンケートで「自分は、最後までやりぬくなど、根気強い方だと思う」と感じている生徒が７０％未満

4 全ての教員が、計画的、組織的に取り組みを行い、成果を確認できている。 4 保護者のアンケートで、９０％以上が「基礎・基本を重視したわかりやすい授業が行われている」と回答した

3 ９０％以上の教員が、計画的、組織的に取り組みを行い、成果を確認できている。 3 保護者のアンケートで、８５％以上が「基礎・基本を重視したわかりやすい授業が行われている」と回答した

2 ８０％以上の教員が、計画的、組織的に取り組みを行い、成果を確認できている。 2 保護者のアンケートで、８０％以上が「基礎・基本を重視したわかりやすい授業が行われている」と回答した

1 計画的、組織的に取り組みを行い、成果を確認できた教員が８０％に満たなかった。 1 保護者のアンケートで「基礎・基本を重視したわかりやすい授業が行われている」と回答した保護者が８０％未満

4 ８０％以上の教員が、計画通りに取り組んだ。 4 生徒のアンケートで、９５％以上が「授業全体をとおして、内容や進め方について満足している」と回答した

3 ７０％以上の教員が、計画通りに取り組んだ。 3 生徒のアンケートで、９０％以上が「授業全体をとおして、内容や進め方について満足している」と回答した

2 ６０％以上の教員が、計画通りに取り組んだ。 2 生徒のアンケートで、８５％以上が「授業全体をとおして、内容や進め方について満足している」と回答した

1 計画通りに取り組めた教員が６０％に満たなかった。 1 生徒のアンケートで、「授業全体をとおして、内容や進め方について満足している」と回答した生徒が８５％未満

4 全ての教員が、具体的な取り組みに関わった。 4 生徒のアンケートで、９５％以上が「校外学習や地域の人から学ぶ機会があった」と回答した

3 ９０％以上の教員が、具体的な取り組みに関わった。 3 生徒のアンケートで、９０％以上が「校外学習や地域の人から学ぶ機会があった」と回答した

2 ８０％以上の教員が、具体的な取り組みに関わった。 2 生徒のアンケートで、８５％以上が「校外学習や地域の人から学ぶ機会があった」と回答した

1 具体的な取り組みに関わった教員が８０％に満たなかった。 1 生徒のアンケートで、「校外学習や地域の人から学ぶ機会があった」と回答した生徒が８５％未満

4 ９０％以上の教員が、計画を検討し、指導場面をつくることができた。 4 保護者のアンケートで、９５％以上が「安全や防災の指導が充実している」と回答した

3 ８０％以上の教員が、計画を検討し、指導場面をつくることができた。 3 保護者のアンケートで、９０％以上が「安全や防災の指導が充実している」と回答した

2 ７０％以上の教員が、計画を検討し、指導場面をつくることができた。 2 保護者のアンケートで、８５％以上が「安全や防災の指導が充実している」と回答した

1 計画を検討し、指導場面をつくることができた教員が７０％に満たなかった。 1 保護者のアンケートで、「安全や防災の指導が充実している」と回答した保護者が８５％未満

4 全ての教員が、計画的、組織的に取り組みを行い、成果を確認できている。 4 保護者のアンケートで、９５％以上が「規範意識を育てる教育が行われている」と回答した

3 ９０％以上の教員が、計画的、組織的に取り組みを行い、成果を確認できている。 3 保護者のアンケートで、９０％以上が「規範意識を育てる教育が行われている」と回答した

2 ８０％以上の教員が、計画的、組織的に取り組みを行い、成果を確認できている。 2 保護者のアンケートで、８５％以上が「規範意識を育てる教育が行われている」と回答した

1 計画的、組織的に取り組みを行い、成果を確認できている教員が８０％に満たなかった。 1 保護者のアンケートで、「規範意識を育てる教育が行われている」と回答した保護者が８５％未満

4 全ての教員が、具体的に取り組み、成果を確認できている。 4 保護者のアンケートで、９０％以上が「生徒や保護者からの相談に対し、誠実に対応している」と回答した

3 ９０％以上の教員が、具体的に取り組み、成果を確認できている。 3 保護者のアンケートで、８０％以上が「生徒や保護者からの相談に対し、誠実に対応している」と回答した

2 ８０％以上の教員が、具体的に取り組み、成果を確認できている。 2 保護者のアンケートで、７０％以上が「生徒や保護者からの相談に対し、誠実に対応している」と回答した

1 具体的に取り組み、成果を確認できている教員が８０％に満たない。 1 保護者のアンケートで、「生徒や保護者からの相談に対し、誠実に対応している」との回答が７０％未満
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学び

■一人一人を大切にし
た多様な学びのために

「分かる」授業づくり
を推進する。

主体的に学ぶ力の向上
を図る。

自ら課題を発見し、考
え、判断し、よりよく
解決するための確かな
学力を育成する。

・個に応じた指導の充実によ
り、ひとりひとりの可能性を
引き出す授業づくり。

・かかわりの中で自分たちで
考え、語り合いながら知恵を
出し合える形態の学習活動。

・ＩＣＴを効果的に活用した
教育活動の推進。

地域

■「地域をステージと
した学び」を推進する
ために

「地域」を知り、「地
域」とかかわりをも
ち、「地域」に貢献す
る生徒を育成する。

・地域や関係機関と連携し、
課題発見能力や情報分析力、
課題解決力の育成を図る。

・体験活動を通じて、地域貢
献力の向上を図る。

・地域防災に貢献できる資質
や能力を育成する。

★重点計画の概要

※評価指標・評価基準は、２の段階を現状としています。

・挨拶はコミュニケーションの基本
ですよね。よい人間関係を築くこと
が楽しい学校生活に繋がると思いま
すので、これからも取組を充実させ
ていってください。

・保護者アンケートでは91.3％、
教員の取組指標は90％が肯定的な
回答であった。生徒は「あいさつと
マナーの七生中」というスローガン
を大切にし、上級生が下級生のモデ
ルとして手本を示すことができてい
る。挨拶とマナーを通して、心を育
てる指導を継続していく。

支援

支援が必要な生徒に対
して、適切な支援を提
供できる特別支援教育
の充実を図る。

・発達支援の観点に立ち、生
徒の実態を十分に把握し、個
に応じた特別支援教育を推進
する。

・不登校傾向の生徒と、その
保護者への支援の充実を図
る。

・校内委員会を活用し、情報共有と効果的な教育
活動を整理し、実践していく。
・ステップ教室、リソースルームの充実により、
生徒の意欲と自己肯定感を高めていく。
・生徒の実態に応じて、家庭訪問や放課後登校
等、望ましい対応を組織的に実践していく。コー
ディネーターが中心となり、ＳＣやＳＳＷ、関係
機関等と連携して支援していく。
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・生徒一人に対して校内支援委員会
や専門家も交えて支援方法を検討し
ているとのこと。今後ますます支援
が必要な生徒は増えていくと思われ
ます。大変ですが丁寧な対応をお願
いします。

・保護者アンケートで肯定的な評価は
85.9％、教員の取組指標では80％で
あった。支援が必要な生徒に対して、個
に応じた適切な支援が提供できるように
校内支援委員会、学年会を通して、情報
共有に終わらせず、心理士やスクールカ
ウンセラー、医療機関へと進めることが
できたことは成果である。困ったとき
に、自ら支援を求められるようＳＯＳの
出し方教育を更に充実させていく。

安全
生徒が安心で安全な生
活ができる学校をつく
る。

・基本的な生活習慣の確立と
規範意識の更なる向上を図
る。

・自他の生命を尊重する態度
を育成する。

・生徒が「あいさつとマナーの七生中」というス
ローガンを常に意識して生活できることを目標
に、上級生が下級生のモデルとなれるよう、段階
的、計画的な指導を行う。
・全ての教員が生活指導基本方針を共通理解し、
一貫性をもって指導を行う。

・「いのち」領域の取組に加えて、情報モラル教
育、ＳＯＳの出し方教育を継続的に行う。
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・生徒が実際に地域に出て行って体
験を通して学ぶことはとても貴重な
ことだと思います。
・地域の一員としては、中学生に
もっと地域に出てきてもらいたいと
いう希望はあります。中学生が参加
してくれた地域行事はとても活気が
出ます。地域の人たちが元気になり
ます。

・生徒アンケートでは肯定的な回答
が、昨年に比べて９０％を下回った
が、年間を通して数多くの取組に関
して、地域の方々のご協力をいただ
きながら学ぶ場面を設定し、生徒自
身が主体的に取り組んだ成果が表れ
ていると捉えている。教員の取組指
標は60％と低く、地域との関わり
に対する取組が課題である。

・避難訓練や安全指導、救急救命講習、セーフ
ティ教室等、防災・安全教育の充実を図り、災害
発生時に自他の生命を守る行動力のある生徒を育
成する。

・防災キャンプや引き取り訓練等を通して地域や
家庭と連携し、災害発生時の中学生の安全確保
と、支援活動における中学生の役割についての理
解を深める。
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・台風19号の避難所開設の時、七
生中生がとてもよく動いてくれまし
た。自分のためだけでなく誰かのた
めに動けることは素晴らしいことだ
と思いました。

保護者アンケートでは92.8％、生徒
アンケートでは97.2％が肯定的な回
答であった。台風19号の折に避難所
に避難した生徒が主体的に動けたこと
は、毎月想定場面を変えた避難訓練の
実施や、総合的な学習の時間の防災学
習等によって生徒の防災意識を高める
ことができたと考える。今後も同様の
取り組みを継続していく。

・日野市内のフィールドワークを通して、日野の歴
史や文化、環境などに関する調べ学習を行い、地域
に関する理解を深める。
・育成会やＰＴＡ、親父会等など、七生中に密接に
関連した諸団体をはじめ、日野市役所や地域の様々
な事業所や団体と連携し、フィールドワーク、職場
体験、地域人材による授業などの学習を行う。
・地域懇談会やいのちのわ等、地域や関係機関が主
催する行事に対して、生徒会が核となり、多くの生
徒が積極的に参加できるような環境を整えていく。
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・新学習指導要領が始まると聞いて
います。生徒にとって一番大切だと
思うのは「授業」だと思います。生
徒にとって「良い授業とは何か」を
常に追求して下さい。

・保護者アンケートでは肯定的な回
答が82.3％、教員の取組指標では
７０％にとどまっている。新学習指
導要領の実施に向けて、教員の授業
形態を生徒一人一人のニーズに合っ
た多様な学びにしていく上で、これ
からの一層の研修によって、「生徒
の主体的・対話的で深い学びの視点
からの授業改善」を推進していく。

・生徒に身に付けさせたい力を明確にし、日野ス
タンダードを基盤として、生徒が自ら課題を解決
する活動を支援する授業形態を創っていく。
・ＩＣＴの活用した教材開発によって、生徒の学
習意欲の向上を図る。また、デジタル教科書を積
極的に活用することで、生徒の関心・意欲を高め
るとともに、習熟に応じた指導の工夫を図る。
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・先生方が授業の中で、生徒を主体
としたものや、課題を発見し問題解
決を図るものを目指して取り組んで
いるのですね。引き続きよろしくお
願いいたします。

・生徒アンケートでは88％、教員
の取組指標は80％が肯定的な評価
をしている。「生徒の主体的・対話
的で深い学び」の対話的の部分の取
組では話し合いや、学び合いの活動
を増やしていることによるプラスの
評価であると考える。ICT活用や問
題解決学習等についても更に推進し
ていく。

・各種学力調査の結果や授業アンケート等を分析し、授
業創造プランを作成し、小中連携教育を生かしながら、
より良い授業づくりを実践していく。
・授業のユニバーサルデザイン化を進めるとともに、日
野市中教研や都の研修等を活用し、授業力の向上に生か
す。
・英語と数学で少人数授業を実施し、個に応じた指導の
充実を図る。
・試験前や放課後、夏季休業中などの補習や学習教室を
実施し、個に応じた指導によって学習内容の定着を図
る。
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・今年度は学校生活の最後がコロナ
ウィルスの影響ですっぽり抜けてしま
い、生徒にとっても先生にとっても、
見通しの立たない、成就感が感じられ
ない時期となってしまったのが残念で
す。
・来年度は新しい学年になりますが、
日常の生活を取り戻し、活気ある学校
生活を取り戻して下さい。

・保護者アンケートでは87.4％が肯定
的な回答をしている。一方教員の取組指
標によると肯定的な回答は75％にとど
まっており、不登校生徒や自尊感情の低
い生徒がいる現状に対しての評価と考え
られる。 人権尊重教育については、道
徳の授業をはじめ、引き続き全ての教育
活動を通して指導、生徒の人権感覚を高
め、お互いを尊重する心と態度を育てて
いく。

・「七生中学校いじめ防止基本方針」に基づき、定期的
なアンケート実施や、生徒の様子について情報を共有す
ることで、いじめ予防と発生時の迅速な対応を組織的に
行う。
・生徒の健康状態や運動能力の実態把握をするため、体
力、運動能力調査や各種検診の結果、生活実態調査等の
データを総合して分析する。その上で、授業や学校行
事、部活動を通して計画的に改善を図っていく。
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・例年のことですが、運動会や合唱
祭で、生徒が最後まで頑張る姿を見
せてもらっております。
今年は卒業式を見られないのが残念
ですが、この非常事態に負けずに新
しい生活に力強く踏み出してほしい
です。

・生徒アンケートでは92％が肯定的
な評価をしており、教員の取組指標も
90％と高い評価であった。特に学校
行事への取組に対する達成感が高いこ
とと相関関係があると考える。特別活
動だけでなく教科横断的な活動を取り
入れるなどして体験的な活動を増やし
ていく。

評価点 評価点

・総合的な学習の時間の学校全体テーマを「生きる」に
設定し、防災や福祉、職業などの体験的な活動を取り入
れる。さらに、命を守る視点で防災教育を実施する。
・道徳科の授業では、生徒が生命尊重をはじめとする道
徳性を養うために、考え・議論する授業実践を充実させ
る。また、外部講師を招いた道徳科授業の研究授業を年
間３回実施する。
・未来につなぐ創造力プロジェクトやいのちのプロジェ
クトの取組について、全校生徒が関わりをもてるよう、
代表生徒が中心となって活動していく。
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■すべての“いのち”
を守り、育むために

かかわりの中で生命の
尊さや生きる喜びを実
感し、よりよく生きよ
うとする態度を育成す
る。

２１世紀を切り開く担
い手として、ものごと
をやり抜く強い意志と
体力を身に付けさせ
る。

・人権尊重の視点に立った体
験的活動の充実を図るととも
に、研修等を通じて道徳科授
業の質を向上させ、生徒の自
尊感情を高めていく。

・いじめ問題への継続的な取
り組みにより、未然防止と早
期発見に努める。

・たくましく生きるための健
康づくりと体力・運動能力の
向上を図る。

①生徒理解に優れ、愛情と情熱をもって向き合う教職員　　　　　　　　　　　②教育の専門家として、確かな指導力をもつ教職員　
③チームワークを大切にし、社会人として魅力のある教職員

領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策
評価指標・評価基準

全ての生徒が「七生中生で良かった」と思えるために、
・生命尊重、人権教育、いじめの根絶、体力向上に取り組む
・「分かる授業」づくりを進め、確かな学力の育成と主体的な学びを育む。
・地域と学校が双方向で連携を深めながら、次代を担う日野市民を育てる。
・生徒にとって安心、安全な学校づくりを推進する。
・ひとりひとりの生徒に合った特別支援教育の一層の充実を図る。

　【めざす教師像】

学校評議員・学校運営協議会の
意見

結果の分析と改善策

〇自ら学び考え行動しよう　〇責任と思いやりの心をもとう　〇健全な心と体をつくろう

　　　　　　　　平成３１年度　日野市立七生中学校経営重点計画　　　　　　　　　　　　自己評価シート　

★学校教育目標

　【めざす児童・生徒像】

　【めざす学校像】

①確かな学力を基盤に、将来の夢に向かって主体的に学び向上する生徒　　　　②礼儀正しく、真面目さや正義を大切にする生徒
③思いやりの心をもち、お互いが力を合わせてより良く生きようとする生徒

①生徒の健康・安全を提供できる学校　　②確かな学力と社会性が身に付く学校　　③生徒・保護者・地域から信頼される学校


